１３９．ネットの規制は誰のため？
１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　学級活動、社会、公民、総合的な学習の時間
３．指導意図
　2009年総務省の要請により、18歳未満の携帯電話新規契約者に対してフィルタリングを原則導入することになった。また、ネットにつながったゲーム機器などではペアレンタルコントロール機能を利用することによって保護者が利用制限することができるようになっている。急速に普及してきた生成ＡＩの利用に関しては、そのサービスを提供しているところが独自にそれぞれ「13歳以上（ただし、13歳から17歳は保護者の同意が必要）」などの年齢制限を設けているところが多い。このように未成年のネットの利用には、フィルタリングやペアレンタルコントロールなどで制限がされていたり、利用者の年齢制限がされていたりする場合が多い。また、未成年のＳＮＳ利用に関しては、国によっては法律で禁止するなど、規制が拡大している。ここでは未成年のＳＮＳ利用を法律で禁止している国の事例を通して、なぜ、だれのためにそのような制限や規制があるのか、その理由や目的を調べ、考えさせることを通して、ネット社会の一市民として自分の行動を律することができる姿勢を身に付けさせることをねらいとする。
４．指導目標
　①　未成年のネット利用の制限や規制の現状を知る。

　②　未成年のネット利用の制限や規制が誰のため、何のためにあるのか考える。
　③　ネット社会の一市民として求められる姿勢を知る。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
○どのようなＳＮＳを利用しているか確認する。
○未成年のＳＮＳ利用を制限している国があることを知る。
	○ＳＮＳを利用していない生徒がいる場合には配慮する。
○未成年のＳＮＳ利用制限をしている国を知っているか尋ねる。その際、内容については深入りしない。

	（2） 展開

○本事例を学習課題の手前まで視聴する。
○学習課題①未成年のネット利用の制限や規制について調べる。
○学習課題①で調べた内容をグループ、クラスで共有する。
○学習課題②誰のため、何のためにこのような制限や規制があるのかを考える。
〇学習課題②で考えたことをグループ、クラスで共有する。
（グループ分けの例）

　・未成年が被害に巻き込まれる
　・未成年が真似をして悪影響を及ぼす
　・未成年の心理面の健康にとって有害である
　・コミュニケーショントラブルに巻き込まれる
	○本事例のアニメーションの内容を確認する。
○ＳＮＳ利用に限らず、ネット利用全般における制限や規制について調べさせる。
〇国内と諸外国に分けて調べさせる。

〇国内と諸外国に分けて発表させ、まとめていく。
○制限や規制を設けることの是非を考えるのではないことを確認する。
○考えを発表させ、制限や規制を設ける目的を内容ごとにグループ分けする。


	（3） まとめ

○発達段階に応じたネット社会の関わり
方について考える。
	○ネット社会の一市民としての心構えに

ついて考えさせる。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法
　未成年のネット利用に関して国内においても様々な制限や規制があるが、実際にはそれらが機能せず、未成年がトラブルに巻き込まれることが後を絶たない。諸外国では未成年の利用に関して法規制が拡大しているが、国内ではその動きがないため、ＳＮＳに絡む問題は情報モラル教育や生徒指導で対応せざるを得ない状況にある。そのため、ＳＮＳに絡むトラブルを含め、ネットに関する問題が発生した際は教師が保護者と連絡を取り合い、対応せざるを得ない。本事例を含め、地道に教育していく必要がある。
７．指導資料（関連動画）
●「ペアレンタルコントロールで安心！」
https://www.japet.or.jp/net-walk/anime/movie.html?id=92
●「ペアレンタルコントロール」
https://www.japet.or.jp/net-walk/anime/movie.html?id=88

